
自然環境保全センター

神奈川県

2 0 1 8 年（平成30年） 3月

自然環境保全センター報告
第15号

No.15

自然環境保全センター
厚木市七沢 657   〒243-0121   TEL （046）248-0323（代）
http://www.pref.kanagawa.jp/div/1644

神
奈
川
県
自
然
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
報
告

神
奈
川
県
自
然
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー

神  

奈  

川  

県

第
15
号

ISSN 1349-2500



表紙の写真
（表表紙）

左　　水循環機構解明のための流程調査（西丹沢ヌタノ沢試験流域に隣接する小西沢）　　

右上　2013 年に檜洞丸周辺（つつじ新道）で開花したスズタケ

右下　箱根町仙石原のナラ枯れ被害木における立木くん蒸の実施状況

（裏表紙）

ヌタノ沢試験流域のＡ沢の源頭湧水

神奈川県自然環境保全センター報告
第 15号

発　　　行　神奈川県自然環境保全センター
　　　　　　厚木市七沢 657
　　　　　　TEL（046）248-0323 ㈹
　　　　　　〒243-0121
編集・印刷　有限会社　青史堂印刷
　　　　　　相模原市南区古淵 6-28-37
　　　　　　TEL（042）748-3921
　　　　　　〒252-0344

平成 30年 3月　発行



a2017 年に神奈川県内で初めて発生したナラ枯れの被害と対策

神奈川県

2 0 1 8 年（平成30年） 3月

神奈川県自然環境保全センター

自然環境保全センター報告
第15号

No.15

ISSN 1349-2500



b 神奈川県自然環境保全センター報告　第 15号　（2018）



c2017 年に神奈川県内で初めて発生したナラ枯れの被害と対策

発刊にあたって

　神奈川県自然環境保全センターは、森林を中心とした自然環境の保全や再生対策を推進するため、

研究、普及、事業の各部門を備えた中核機関として、平成 12年度に創設されました。それ以来、丹

沢大山地域の自然再生をはじめとした森林環境に関わる近年の様々な課題に対応するために、森林管

理・自然公園・野生動物の各分野の事業とそれに関する普及啓発・県民協働や試験研究が一丸となっ

て業務を推進しております。

　「自然環境保全センター報告」は、このような日々の業務から得られた様々な成果や自然情報及び

知見を県民や他の行政機関等に提供するとともに、記録、保存することを目的に作成しております。

特に今年度は、近年全国で発生している「ナラ枯れ」について、県内でも初めて５市町６地点での被

害が確認されました。当センター研究連携課では、隣接県の被害状況等を踏まえて、平成 25年度か

らナラ枯れの原因となるカシノナガキクイムシの生息状況を調査しており、今回の初期対応に際して

も被害状況調査や被害木処理等の各種技術支援を行いました。本号では、関係所属の連携により実施

した一連の被害実態把握や初期対応状況について速報として取りまとめ掲載しています。

　また、県が進める水源環境保全・再生施策に関しては今年度から第３期実行５か年計画がスタート

し、森林においては、事業のさらなる進捗と土壌保全対策の強化が図られています。それと同時に、

事業の実施効果の説明は一層重要性を増しており、当センターにおいても、研究連携課が取り組む森

林のモニタリング調査によって、科学的な視点による事業評価を支えていくことが求められています。

本号では、今後の事業評価に向けた議論の本格化に先立ち、県内４か所の試験流域における水循環機

構の概要と関連する主な調査の結果について取りまとめ、掲載しました。水源環境保全・再生のため

の森林管理といった観点から、地質ごとに小流域スケールで水循環機構把握を試みたものであり、今

後はこうした水循環機構を前提に事業の効果を説明していく必要があります。

　当センターでは、引き続き、森林等自然環境の保全・再生に関わる業務や研究内容の充実に努め、

成果や業績についても本報告に加えてホームページ等で紹介してまいります。各業務等の取組みにご

活用いただければ幸いです。

　平成 30年 3月

神奈川県自然環境保全センター所長　　稲　垣　敏　明
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要　旨

2017 年に神奈川県内で初めて発生したナラ枯れの被害と対策

谷脇　徹 *・木下　雄 **・大木伸一 ***・日高壮一 ****・
岩本隆生 ****・佐々木廣海 *****・本田美里 *****・坂井あゆみ ******・

栗林留美 *******・永田幸志 ********・山中日奈子 ********・
相原敬次 *・西口孝雄 *

First–time damages and control of the Japanese oak wilt in Kanagawa 
Prefecture in 2017
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Ⅰ　はじめに

　　　写真 1　カシノナガキクイムシ成虫
　　　　　　   左：オス成虫、右：メス成虫

　　　　　　　　　　　写真 2　2017 年の箱根町湯本におけるコナラのナラ枯れ
　　　　　　　　　　　　　　   上：遠景、左下：林内からみた被害木、右下：フラスの堆積状況
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Ⅱ　カシナガ生息状況調査

表 1　神奈川県におけるカシノナガキクイムシ成虫モニタリング地点

表 2　神奈川県における 2013 年～ 2017 年のカシノナガキクイムシ成虫捕獲数

写真 3　 カシノナガキクイムシ成虫を誘引捕獲する
フェロモントラップの設置状況
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Ⅲ　被害に係る情報収集

表 3　ナラ枯れに関する情報提供一覧

図 1　 大磯町高麗の高麗山における 2017 年のカシ
ノナガキクイムシ捕獲消長
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写真 4　ヨシブエナガキクイムシ成虫

　　　　　図 2　神奈川県における 2017 年のナラ枯れ被害地とカシノナガキクイムシ成虫捕獲地点
　　　　　　　   ●は被害発生地点、■は成虫捕獲地点、□は成虫未捕獲地点
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写真 5　 2017 年の横須賀市長沢・津久井における
マテバシイのナラ枯れ

上：遠景、中：林内の状況、下：フラスの堆積状況

表 4　神奈川県における 2017 年のナラ枯れ被害規模
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Ⅳ　被害初年度の対応状況

Ⅴ　今後の対策に向けて

表 5　カシノナガキクイムシの初発日予測地点

図 3　 神奈川県内 8 地点における 2013 年～ 2017
年のカシノナガキクイムシ予測初発日
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Ⅵ　謝辞

Ⅶ　引用文献
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要　旨

県西部の 4試験流域における水循環機構解明のための渓流調査

横山尚秀 *・内山佳美 *・三橋正敏 *・丸山範明 *、板寺一洋 **

River flow exploration for investigating the water flow system of four 
experimental watersheds in western Kanagawa Prefecture.

Ⅰ　はじめに
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Ⅱ　試験流域の流域特性と観測調査の内容

1　試験流域の概況

2　調査方法

（1）流域の水文地質調査

図 1　かながわ水源エリアと試験流域の位置

写真 1　ヌタノ沢 B沢の量水堰
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（2）常時観測調査

表 1　試験流域の施業と評価項目・評価法

表 2　試験流域の概要



14 神奈川県自然環境保全センター報告　第 15号　（2018）

（3）随時観測調査

表 3　試験流域の実施流域と対照流域
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Ⅲ　調査結果

1　降雨時の流出

表 4　試験流域の流出率

表 5　直接流出の概要

図 2　ヌタノ沢の出水時の流量、水質の変化（2013 年 10 月 15・16 日）
ヌタノ沢 A沢　直接流出量：840m3/d　21.53mm　流出率：13.6％　継続時間：15 時間
ヌタノ沢 B沢　直接流出量：642m3/d　21.39mm　流出率：13.5％　継続時間：21 時間
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図 3　ヌタノ沢の大雨時の流量、水頭変化 図 4　ヌタノ沢の流量、地下水頭の年間変化
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2　無降雨時の流出
（1）渇水期の流域の比流量

写真 2　ヌタノ沢 A沢の出水後の堆砂 写真 3　大洞沢の出水後の量水堰No.1
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（2）流程の流況調査

図 5-1　大洞沢の比流量分布

図 5-3　ヌタノ沢の比流量分布

図 5-2　貝沢の比流量分布

図 5-4　クラミ沢・フチジリ沢の比流量分布

表 6　試験流域の流程の調査
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図 6-1　大洞沢流域と調査地点（図中 1～ 7）

図 6-3　大洞沢の 5年間の流程流量比較

図 6-2　大洞沢の流程調査結果（2015/10/26･27）

図 6-4　大洞沢の 5年間の流程比流量比較

図 7-1　貝沢流域の調査地点 図 7-2　貝沢の流程調査結果（2015/10/7）
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図 8-2　ヌタノ沢 A沢（左図）および B沢（右図）の流程調査結果（2016/11/7）

図 8-3　ヌタノ沢の 2016 年の年間流程流量の比較（A沢：左図、B沢：右図）

図 8-1　ヌタノ沢流域の調査地点と治山堰の位置

写真 4　ヌタノ沢 A沢の源頭湧水
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図 9-1　クラミ沢・フチジリ沢の調査地点 写真 5　フチジリ沢の溶岩と滝

図 9-2　クラミ沢の流程調査結果（2014/10/30） 図 9-3　フチジリ沢の流程調査結果（2014/11/4）
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（3）治山堰堤の影響

Ⅳ　考察

1　無降雨時の流出
（1）流程流量と水質

図 10　大洞沢流程の水温・電気伝導度調査結果
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（2）安定同位体比（δ 18O）

図 12　ヌタノ沢の治山堰と流量、水質調査結果（2017 年 10 月 18 日　A沢：左、B沢：右）

表 8　試験流域における沢水のδ 18O の高度 100m当りの変動値
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（3）治山堰堤の影響

（4）水循環スキーム

写真 6　ヌタノ沢の治山堰堤（左：A沢⑥、右：B沢②）

図 13　試験流域の水循環（左図：クラミ沢・フチジリ沢およびヌタノ沢の縦断面、右図：横断面）
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図 14　 大洞沢、貝沢およびヌタノ沢の直接流出量と降水量の関係（小田他・2013、白木他・2013、内山他・
2015 に加筆）

図 15　大洞沢、貝沢、ヌタノ沢およびクラミ沢・フジチリ沢の土層厚分布（m）
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2　降雨時の流出

Ⅴ　おわりに
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Ⅵ　謝辞

Ⅶ　参考文献
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西丹沢ヌタノ沢における濁度計による浮遊土砂観測結果

内山佳美 *・横山尚秀 *・三橋正敏 *・島田武憲 *

Suspended sediment observation using a turbidity meter in 
Nutanosawa Watershed in Tanzawa Mountains

Ⅰ　はじめに

Ⅱ　調査方法

1　試験流域の概況



30 神奈川県自然環境保全センター報告　第 15号　（2018）

図 1　位置図

図３　採水試料の浮遊土砂濃度と濁度の関係

図２　ヌタノ沢試験流域

2　降雨量・流量

3　濁度

4　浮遊土砂量
    

 

 

 

1 0  
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Ⅲ　調査結果

1　濁度の連続観測の概況

図４　　増水時の降雨量・流量・濁度の観測事例（10 分間隔測定値）
　　　　　左：2015 年 9月 8日 20:00 ～ 9 月 9日 19:50（総降雨量 165mm、最大時間雨量 7.0mm）
　　　　　右：2015 年 7月 24 日 13:00 ～ 19:00（総降雨量　22.5mm、最大時間雨量　22.0mm）

表１　年間の浮遊土砂の発生件数と季節等の内訳
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2　降雨量と浮遊土砂量

図５　流量と濁度の時系列推移の例（2015 年 7月 24 日）

図６　総降雨量、最大時間雨量と浮遊土砂量の関係
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4　浮遊土砂量の経年変化

図７　降雨と浮遊土砂量の関係（左：A沢，右：B沢）

図９　浮遊土砂量の経年変化
（上：最大時間雨量と浮遊土砂量，下：ピーク流量と浮遊土砂量）図８　ピーク流量と浮遊土砂量、ピーク濁度の関係

3　ピーク流量と浮遊土砂量



34 神奈川県自然環境保全センター報告　第 15号　（2018）

Ⅳ　まとめ

Ⅴ　引用文献

図 11　ピーク流量と濁度の時系列変化

図 10　A沢と B沢のピーク流量、浮遊土砂量の比較
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猟区を活用した狩猟者育成手法検討の取組

永田幸志 *・亀山明子 **

Ⅰ　はじめに

Ⅱ　方法

1　情報収集・整理

2　狩猟者へのアンケート調査の実施
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3　ワークショップの開催

4　猟区を活用した取組の検討・試行

Ⅲ　結果

1　情報収集・整理
（1）猟区の概況

図 1　猟区位置図
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図 1　各猟区の入猟者数の推移

表 1　猟区の概況（平成 26 年現在）
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（2）入猟者数の推移

2　狩猟者へのアンケート調査結果

3　ワークショップ（意見のまとめ）
（1）猟区の現状と課題

（2）今後の方向性

4　考察
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図 2-1　 設問１, 神奈川県に猟区があることを知っ
ているか（n=173）

図 2-3　 設問３, 猟区での狩猟対象（設問 2「今も利
用している回答者への設問」）（n=66）

図 2-5　 設問５, 猟区は何人くらいで利用している
か。（設問 2「今も利用している回答者への
設問」）（n=33）

図 2-2　 設問２, 神奈川県の猟区を利用したことが
あるか（n=174）

図 2-4　 設問４, 猟区はどのようなグループで利用
しているか。（設問 2「今も利用している回
答者への設問」）（n=33）
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図 2-6　設問６，猟区を利用する理由（設問２「今も利用している」回答者への設問」，３つまで回答可）

図 2-7　設問７，猟区を利用しない理由（設問２「利用したことがない」回答者への質問，３つまで回答可）
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図 2-7　設問７，猟区を利用しない理由（設問２「利用したことがない」回答者への質問，３つまで回答可）

図 2-8　 設問８, 猟区を利用したいと思うか。（設問
２「利用したことがない」回答者への質問」）
（n=73）
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表 2　猟区利用に係る課題

表 3　狩猟を開始するまでのステップと情報収集手段

表 4　猟区利用のメリットとデメリット
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5　新たな取組の検討・試行

（1）情報発信に関する取組

表 5　狩猟者のニーズと取組例
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（2）多様なニーズに対応した利用プログラムに
関する取組

Ⅳ　謝辞

Ⅴ　文献
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鉄含有誘引餌によるニホンジカの誘引試験結果

永田幸志 *・片瀬英高 **・丸　智明 **

Ⅰ　はじめに

Ⅱ　方法

1　調査地

2　誘引給餌試験

3　シカ利用状況の把握
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図１　調査地

写真 1　鉄含有誘引餌とセンサーカメラ設置状況

写真 2　センサーカメラによる記録画像

4　分析方法

Ⅲ　結果

1　撮影日数と撮影頭数

2　利用時間帯
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図２　月ごとの撮影日数率 図３　月ごとの日当たり撮影頭数

鉄含有誘引餌によるニホンジカの誘引試験結果

Ⅳ　考察

表 1　各月の時間帯別撮影頭数
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Ⅴ　謝辞

Ⅵ　引用文献
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丹沢山地におけるニホンカモシカの生息密度

永田幸志 *・谷川　潔 **・町田直樹 **

Ⅰ　はじめに

Ⅱ　調査地域

Ⅲ　調査方法

図１　調査地
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Ⅳ　調査結果および考察

図２　ニホンカモシカ生息密度（2012 年度 － 2015 年度）
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Ⅴ　参考文献
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丹沢山地におけるササ 3種の 2016 年の開花記録

永田幸志 *・田村　淳 **

Ⅰ　はじめに

Ⅱ　材料と方法

Ⅲ　結果および考察

図 1　ササ開花・枯死に関する情報提供票
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Ⅳ　謝辞

Ⅴ　引用文献

図２　2016 年にササの開花が確認された場所
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図３　2013 年、2014 年にササの開花が確認された場所（永田・田村 2014,2015 から作成）

図４　2016 年にササの枯死稈が確認された場所
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写真 1　 2013 年に檜洞丸周辺（つつじ新道）で開
花したスズタケ

写真 3　 檜洞丸周辺（つつじ新道）のスズタケの状
況（2015 年 8月）

写真 2　 檜洞丸周辺（つつじ新道）のスズタケの状
況（2013 年 5月・開花時）

写真 4　 檜洞丸周辺（つつじ新道）のスズタケの状
況（2017 年 5月）
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